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研究成果の概要（和文）：タンザニアドドマ州とリンディ州の野生食用植物の活用実態を発掘・確認し、その栄
養について先行研究の整理と新たな分析をし、Field Guide to Edible Plants and its Nutrition in 
Tanzania: Focusing on Dodoma and Lindiとしてとりまとめるとともに、鉄分やカルシウムが豊富なドドマの食
用雑草については、広報ポスターを作成した。ドドマ、リンディ、ダルエスサラーム、プワニ、イリンガの食生
活・栄養摂取・健康認識、野生食物・在来食の活用や認識について把握し、半乾燥地で雨季に野生食物摂取が高
いほど健康認識が良好であることを確認した。

研究成果の概要（英文）：We identified and confirmed the utilization of wild edible plants in Dodoma 
and Lindi regions of Tanzania, organized previous studies and newly analyzed their nutrition, and 
compiled them into a Field Guide to Edible Plants and its Nutrition in Tanzania: Focusing on Dodoma 
and Lindi. In addition, a publicity poster was prepared on the iron- and calcium-rich edible weeds 
of Dodoma.
Dietary habits, nutritional intake, health perceptions, and utilization and perceptions of wild 
edible food and indigenous foods in Dodoma, Lindi, Dar es Salaam, Pwani, and Iringa were researched.
 Analysis between wild food intake frequency and health perception in Dodoma and two inland and 
coastal villages in Lindi indicated that in the semi-arid Dodoma during the rainy season, the higher
 the wild food intake, the better the health perceptions.

研究分野：地域研究

キーワード： アフリカ　半乾燥地　栄養　鉄分　カルシウム　ドドマ　野生食物　Ipomoea

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タンザニアの半乾燥地における食用雑草の摂取が、対象者の雨季の健康認識からも、食用雑草の栄養分析から
も、先行研究からも、健康に貢献していることを多面的に確認できた。半乾燥地の伝統的な食事パターンの優位
性は、食の近代化と生活習慣病の蔓延が進むなか、食生活の見直しを迫ることができるエビデンスのひとつであ
る。タンザニアの2地域（リンディ・ドドマ）の野生食用植物の基礎的調査をすすめ、植物の同定や栄養価の理
解を可能とするガイドブックを作成し、知識の記録と共有を可能とする。タンザニアの複数域における食生活の
変容・野生食物・在来食を健康や富・相互扶助と関連して分析し、食のあり方を問い直す題材である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
食料問題は世界的な問題としてもこれまで注目されてきたが、経済成長と人口増加が加速し
ているアフリカにおいては、その対策がますます重要性を増している。東アフリカのタンザニア
では人口増加と経済成長に伴い、これまで小農の世界にて機能していた基盤的な食料確保や分
配を可能とする伝統的システムが、トラクターや牛耕を利用した大規模農業化の進行とともに
破壊され、危機にある。また多くの途上国と同様、タンザニアにおいても、従来の栄養失調が農
村と都市の貧困層の間で継続的な問題として存在する中、都市の富裕層のみならず農村におい
ても栄養バランスの問題として糖尿病や高血圧などの生活習慣病の増加が指摘されている。こ
のように食料・栄養格差が拡大し、食の近代化による健康悪化が同時進行する中、農業の大規模
化・効率化、市場の合理化のみによって食料危機と健康悪化が解決される目途は立っていない。 
他方、現在でも、狩猟採集民のみならず農耕や農牧を営む農村においても、野生植物が食用利
用されている実態もある。地域差もあるが、多くの年配者には、これらの野生植物の食料供給源
としての有用性が認められているものの、その栄養については十分な分析はなされていない。そ
れどころか、地域によっては「飢餓の食べ物」として、特に若者に蔑まれている実態もあり、必
ずしも次世代に継承されない可能性が高い。 
野生食用植物や在来食は、人びとの栄養や健康を改善しうるだろうか。野生食用植物の木本に
ついては、植物学者 C.K. Ruffo博士が Edible Wild Plants in Tanzania を著したが、草本に関する研
究は限られている。また栄養分析は、タンザニアにおける食料問題に寄与する重要な分野である
にもかかわらず疎かになっているため、Ruffo博士も奨励されるべきであると提言している。タ
ンザニア政府が発行している栄養成分表にも、野生植物に関する記載はない。 
本研究課題では、タンザニアにおいてかろうじて活用されている野生植物や在来食を見直し、
基礎的な研究をすすめ、栄養分析を行う。また、野生植物や在来食が敬遠されている実態や背景
を明らかにする。その上で、地域における栄養状況、野生食用植物へのアクセス可能性、加工、
そして人びとの認識を総合的に分析し、食料問題の解決方法としての可能性を地域とともに模
索する。 
 
２．研究の目的 
 研究課題の目的は、 
(A) タンザニアにおける地域の豊かな食用資源（野生植物、在来食）を活用している実態を発掘・
確認し、その栄養について分析し、次世代における食用利用の可能性について検討すること
にある。 

(B) さらに対象地域の食生活・栄養摂取・健康意識の状況、野生食用植物・在来食の活用や認識
に関して理解することにある。 

 
３．研究の方法 
上記の目的のために、以下の方法で研究を行った。 
(A) タンザニア食用資源（野生植物、在来食）の発掘と栄養分析 
(Al) タンザニアにおける野生植物の食用利用・在来食に関する基盤的研究：植物名、分布地域、
利用民族などをリスト化し、整理する。申請者が既に収集・同定した植物、先行研究をもと
に、研究協力者 Frank Mbago氏（国立ダルエスサラーム大学ハーバリウム）とともに更に情
報や植物を収集し、野生植物の食用利用・在来食に関する基礎的研究をすすめる。 

(A2) 地域の食生活や健康意識に関する分析結果や栄養分析に関する先行研究を参照し、分析対
象の野生植物・在来食を選定し、分析サンプルのパイロット収集・分析を行う。 

(A3) パイロット分析結果、地域の食生活・意識調査結果を参照し、更に分析対象を確定し、サ
ンプルを収集し、栄養分析を行う。 

(B) 食生活・栄養摂取・健康意識、野生植物・在来食の認識に関する研究 
(Bl) タンザニアにおける栄養に関する統計データをもとに、地域格差（都市・農村、州別）を分
析し、対象地域の位置づけを行う。 

(B2) タンザニア対象地域において食生活・栄養摂取・健康意識に関する現地調査を実施する。 
(B3) 地域における野生植物の食利用と在来食の認識・加工に関する現地調査を行う。 
(B4) 食生活・栄養摂取状況地域比較、野生植物・在来食認識地域比較 (B2, B3とりまとめ) 
(AB5) 調査結果を、対象地域及びタンザニア関係機関にて還元し、将来の活用方法について提
言・議論する。また国内外において発表する。 

 
４．研究成果 
(A) タンザニア食用資源（野生植物、在来食）発掘と栄養分析 



(Al) タンザニアにおける野生植物の食用利用・在来食に関する基盤的研究 
タンザニア南東部リンディ州、中部ドドマ州において食用植物の採取・撮影やスキャン・観察・
聞き取りによる研究をすすめ、124種の野生食用植物等（木本 78種、草本等 46種）の植物名（民
族名）やその利用方法について聞き取り、未同定のものについては Mbago 氏（国立ダルエスサ
ラーム大学ハーバリウム）の協力を仰ぎ同定し学名を確認した。それら植物について分布地域、
食用利用方法、植物の概要等について調べた。 
 
(A2) 野生植物・在来食の栄養分析 
先行研究も参照しながら、B2の調査（阪本他 2021）よりドドマ州において雨季の野生食物摂
取が健康に良好な影響を与えていることが明らかになったため、雨季に摂取される食用雑草に
注目し、13種類 20形態・部位（乾燥・生等、葉・種）のサンプルを収集し、10種類 15形態の
野生食物や在来種について、栄養分析を行った。ダルエスサラーム大学 Dr. Lilian Kaaleの協力も
と、水分・たんぱく質・灰・繊維・脂質・炭水化物・鉄分・カルシウム・食塩相当量については
International Institute of Tropical Agriculture (IITA)、βカロチン・ビタミン Cについては Tanzania 
Bureau of Standards (TBS) にて分析した。そのうち、7種類の食用雑草について論文にて報告し
た (Sakamoto et al. 2022a)。その結果、鉄分やカルシウムが高く、半乾燥地ドドマでの鉄分摂取が
他地域より多いという先行研究 (Stuetz et al. 2019) との整合性も見出された。 
 
(B) 食生活・栄養摂取・健康、野生植物・在来食の認識に関する研究 
(Bl) 対象地域の位置づけ 
ドドマ州は急性・慢性栄養失調が多く、首都に宣言されたため急速に都
市化がすすみ、森林の喪失も目立つ。南東部リンディ州は栄養失調が多
いとされていたが栄養状態の改善がみられ、森林にも隣接している。最
大都市ダルエスサラームや、観光地ザンジバルは、深刻な急性栄養失調
が近年多くなっている。研究対象地域として追加したイリンガ州は、タ
ンザニアの穀倉地帯として認識されている（図 1参照）。 

図 1 研究対象地域 
(B2) タンザニア対象地域の食生活・栄養摂取に関する現地調査 
タンザニア中部半乾乾燥地ドドマ州、南東部リンディ州、経済都市ダルエスサラームにおいて、

5 世帯を対象とした食事調査を実施し、とりまとめた (阪本 2022)。また、ドドマ州チナンガリ
村、リンディ州海岸沿いキジウェニ村、内陸マロロ村、イリンガ州において質問票インタビュー
調査を合計 424名対象に実施した (Sakamoto et al. 2020a, b, c, 2021a)。また前者 3地域の分析の
結果、とくに半乾燥地において、野生食物摂取が高い対象者の主観的健康評価が高いことが明ら
かになった (阪本他 2021)。この結果は、タンザニアの半乾燥地における食事を「伝統的内陸パ
ターン」として BMIが適切で貧血が少なく健康的とする先行研究 (Keding et al. 2011) との整合
性が見出された。 
 
(B3) 地域における野生植物の食利用と在来食の認識・加工に関する現地調査を行う。 
ドドマにおける食用雑草 (Ipomoea mombassana, Ipomoea obsura) を乾燥させた在来食 Sagula 

sagula や Chipali の加工方法において調査・記録した。また、リンディにおける野生食物 Tacca 
leotopopetaloidesの加工方法についても調査・記録した（いずれも Sakamoto et al. 2023bに収録）。 
 
(B4) 食生活・栄養摂取状況地域比較、野生植物・在来食認識地域比較 (B2, B3とりまとめ）  
野生食物や在来食の認識については、ドドマ、リンディ、イリンガ、ザンジバルにおいて、子
どもの絵を通して把握することを試み、初期的分析結果を日本アフリカ学会学術大会にて発表
した（Sakamoto et al. 2023a）。 
 
 (AB5) 調査結果を、対象地域及びタンザニア関係機関にて還元、

提言、発表 

調査結果の現地調査対象地域リンディ州ならびにドドマ州にお
いてフィードバックを実施した。リンディ州では、マロロ村、キジ
ウェニ村、ラハレオ小学校においてフィードバックの会合を実施
した。ドドマ州では、栄養分析を実施し鉄分やカルシムの高さが目
立った半乾燥地の 7 種類の食用雑草について、現地での有用性を
周知するため、スワヒリ語ポスターを作成した（図 2）。 

                                 図 2 食用雑草栄養価のポスター 
 



 野生食用植物 124種やその栄養価について、Field Guide to Edible Plants and its Nutrition in 
Tanzania: Focusing on Dodoma and Lindi (フィールドガイド タンザニアの食用植物と栄養価―
ドドマとリンディ編)としてとりまとめた (Sakamoto et al. 2023b)。 
また、研究結果に基づく図書に関して国際的な出版社にて企画として認められ、以下の章だて
で国際共著にて印刷中である (Sakamoto et al. in press)。 
1  Introduction: Changing Dietary Patterns, Indigenous Foods, and Wild Foods in Relation to Wealth, 

Mutual Relations, and Health in Tanzania 
Kumiko Sakamoto, Lilian Kaale, Reiko Ohmori, and Tamahi Kato 

Part I: Food in Tanzania: Obtaining Foods and Combining Them in the Varied Environment 
2  Environment, Dietary Patterns, and Combinations of Food Intake in Tanzania 

Kumiko Sakamoto, Lilian Daniel Kaale, Reiko Ohmori, Katsunori Tsuda, and Tamahi Kato  
3  Purchase, Cultivation, and Forage: Does it Make a Difference in Food Intake Frequency?  

Kumiko Sakamoto, Lilian Daniel Kaale, Reiko Ohmori, Katsunori Tsuda, and Tamahi Kato 
Part II: Analysis of Dietary Patterns, Health, Wealth, and Mutual Relations 
4  Does Staple Food Sufficiency Ensure Food Variety?  Comparative Analysis from South, Southeast, 

and Central Tanzania  
Momoko Muto, Tamahi Kato, Kumiko Sakamoto, and Reiko Ohmori 

5  Changing Dietary Patterns and Associated Social Context: Subjective Health Quality of Life, Wealth, 
and Mutual Regions in Tanzania 
Kumiko Sakamoto, Lilian Kaale, Reiko Ohmori, and Tamahi Kato 

6  Social Capital and Subjective “Poverty” Contributing to People’s Subjective Health, But Not Financial 
Support  
Reiko Ohmori, Tamahi Kato, and Kumiko Sakamoto 

Part III: Case Studies: Changing Dietary Patterns and Implication on Health 
7  Growth with Disparity in a Rich Diverse City: Case of the Economic Capital Dar es Salaam 

Lilian Kaale, Tamahi Kato, and Kumiko Sakamoto 
8   High Maize Productive Rural Inland: Ample Staple Food But How about Health? 

Tamahi Kato, Kumiko Sakamoto, Reiko Ohmori, Ayusa Okui, and Parinya Kemmarth 
9   Coastal Traditional and Changing Dietary Patterns: Protein from Fish and Pulse, but also Purchase 

Pattern 
Anna C. Maro, Lilian Kaale, Parinya Khemmarath, Kumiko Sakamoto, and Reiko Ohmori 

Part IV: Wild Food Intake and Association with Health 
10  Does Intake of Wild Foods Improve Subjective Health? Evidence from 3 Areas of Tanzania 

Kumiko Sakamoto, Reiko Ohmori, Lilian Kaale, Frank Mbago, Katsunori Tsuda, and Tamahi Kato 
11 Case of Inland Forest Vicinities in Tanzania: General Low Health Evaluation but Higher for Those Who 

Access Variety of Wild Foods ?  
Kumiko Sakamoto, Lilian Daniel Kaale, Anna C. Maro, Parinya Khemmarath, Reiko Ohmori, Frank 
M. Mbago, and Tamahi Kato 

12  Traditional Semi-arid Agro-pastoral Inland Dietary Patterns and Society: Frequent Food Deficits but 
Balanced BMI and Prevention of Anemia  
Kumiko Sakamoto, Reiko Ohmori, Lilian Kaale, Frank Mbago, Parinya Khemmarath, Katsunori 
Tsuda, and Tamahi Kato 

13  Nutrition Potential of African Wild Leafy Vegetables: Evidence from Semi-Arid Central Tanzania  
Lilian Kaale, Kumiko Sakamoto, and Reiko Ohmori  

14  Conclusions: So What is the Secret to Good Health and How is Wealth and Mutual Assistance Related? 
Kumiko Sakamoto, Lilian Kaale, Reiko Ohmori, and Tamahi Kato 
食の変容、在来食、野生食物を、富・相互扶助・健康と関連づけてタンザニアを題材に議論
している上記図書では、第 I部にてタンザニアの異なる地域の環境を概観した後、食材の獲得
方法、変化する食パターン、食事の組み合わせによる食生活について描写した。 
第 II部では、食事パターンと、健康、富、相互扶助について統計的に分析した結果を提示し
た。第 4章では、主食が充足していても多様性が必ずしも担保されない点、第 5章では、変容
する食事パターンと健康認識の関係について、第 6章では社会関係や「貧困」が人びとの主観
的健康に貢献し、必ずしも経済的支援が同様の効果をもたらすとは言えないことを示した。 
第 III部では、変容する食生活が健康にどのような影響があるか、経済大都市のダルエスサラ
ーム（第 7章）、穀倉地帯のイリンガ（第 8章）、リンディ州海岸沿い（第 9章）の事例を用い
て示した。 
第 IV部では、野生食物が健康にどのような影響があるか、統計的な分析を示した（第 10
章）後、リンディ州内陸（第 11章）、半乾燥地ドドマ州（第 12章）の状況を説明した。その



後、半乾燥地の食用雑草の栄養価について提示した（第 13章）。これらの議論をまとめる形
で、食をめぐる健康が、どのように富と相互扶助と関係しているか議論し、変容する食パター
ンに対する提言を示している。 
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